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(57)【要約】
　本発明は、電力供給デバイス又はカプセルに結合され
る従来の関節鏡レンズ（１２）、その内部の電力源（１
）、接続ケーブルを持たないことにより特徴付けられる
小型カメラ（８）から選択される少なくとも３つの要素
を有する関節鏡検査装置に関連する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３つの独立した要素
　－　関節鏡レンズ（１２）、
　－　その内側に光源を有する供給デバイス又はカプセル、
　－　小型化されたカメラ（８）であって、ケーブルを必要とせず、写真、又はビデオを
生成し、複数のバッテリー（５）、エミッター（６）、アンテナ（７）、オン／オフスイ
ッチ（９）、焦点（１０）、及び対物レンズ（１１）を有する小型化されたカメラ、
を有する関節鏡検査装置であって、
　光が前記光源の前記供給デバイスから前記関節鏡レンズ（１２）内に直接的に入り、前
記関節鏡レンズ（１２）への前記光源の物理的結合、及び直接的光結合を生成することを
特徴とする、関節鏡検査装置。
【請求項２】
　その内側に前記光源を有する前記供給デバイス又はカプセルが、バッテリー（１）、Ｌ
ＥＤダイオード及び光強度制御（２）、並びに、光強度の減少（３）及び増加（４）を行
う２つのプッシュボタンにより構成されることを特徴とする、請求項１に記載の関節鏡検
査装置。
【請求項３】
　前記関節鏡レンズ（１２）への前記光源の結合は、前記関節鏡レンズ（１２）の回転を
許容することを特徴とする、請求項１又は２に記載の関節鏡検査装置。
【請求項４】
　請求項１－３のいずれか１項に記載の装置を使用することにより特徴付けられる、人間
又は動物における内視鏡検査を実現する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外傷学（traumatology）、診察のための医療専門分野、及び運動系に特に影
響を与える外傷性傷害の治療に関連している。本発明は、特に、関節鏡による外科的観察
、及び処置における、任意のタイプの最小侵襲手術（minimally invasive surgery）又は
関節鏡検査において使用することができるケーブルなし装置又はシステムを具体的に記載
する。
【背景技術】
【０００２】
　関節鏡は東京大学の日本人医師K. Takayiにより発明され（1918）、彼は膀胱鏡を用い
て、膝の内部を観察した。最初の関節鏡の試験は、1938年、日本において死体の膝を用い
て実行された。M. Watanabe医師は、K. Takayi医師に続いて、S. Takeda博士と協力して
、1960年、関節鏡検査のテクニックを発展させるための仕事を行い、膝関節の関節鏡検査
のために設計した関節鏡21号を紹介した。1962年には、Watanabe医師は、関節鏡によるPH
MM（内側半月の後角）の半月板切除を最初に行った。
【０００３】
　R. W. Jakson医師は、関節鏡検査のテクニックを用いて、1966年に、膝から２つの遊離
体を取り除き、そして1970年に、バケツ柄を取り除いた。R. W. Jakson医師は日本へ旅行
をし、Watanabeにより行われた膝関節を見て驚ろき、そして魅了され、トロントに帰ると
、関節鏡検査を発展させ、西欧世界において該テクニックの確立に積極的に影響を与えた
。Dandy（1978）、Carson（1979）、Eikelara（1975）、Ikeuchi（1979）、OR'Connor（1
979）又はGuillen（1979）など、70年代において、多くの著者が関節鏡検査の普及に影響
を与えたが、R. W. Jakson医師は、このように、この発展に功績のある人物である。
【０００４】
　70年代、第１世代の関節鏡検査においては、冷光源とケーブルに連結されたレンズを通
して、関節の内部を直接に観察した。写真を撮るための、及び共同作業者がその時に手術
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をしている外科医を見るための光学が教えられていた。
【０００５】
　80年代、第２世代の関節鏡検査が開発され、関節鏡カメラが登場し、レンズに完全に適
合された後、スクリーン上に関節内部の画像を表示した。関節鏡検査におけるこの第２ス
テップは、手術現場を横切る２本のケーブルを必要とし、それらが汚染と感染の供給源で
あることから、消毒を必要とした。ケーブルを通して光源と接続されたレンズは、光源が
関節に送る照明を受光し、関節は体液で満たされており、このため可視である。照明シス
テムは、焦点を合わせるべき関節組織に応じて調整可能な強度を持った、一般的にキセノ
ン又はタングステンの光源、及び関節鏡に接続されたグラスファイバーケーブルを有する
。約２メートルの長さを持つこのケーブルは、手術現場全体を横切り、汚染源となり、関
節鏡検査後の敗血症性関節炎を引き起こす。このため、ケーブルは手術前に殺菌されなけ
ればならない。更に、グラスファイバーの劣化は、手術室において維持されるべき望まし
い無菌状態に悪影響を及ぼす。
【０００６】
　関節の内部は、体液で満たされた関節に照明を当てるレンズを用いて、視覚的に検査さ
れる。直接的な観察の後に、写真用カメラに接合されたレンズが写真を撮るために用いら
れる。この手順は、診断関節鏡検査として知られる。
【０００７】
　レンズを取り付けられ、殺菌された、又は無菌カバーで覆われた、２から３メートルの
長さの長いケーブルによりモニターと接続されたカメラは、第２世代の関節鏡検査におけ
る大いなる前進を形成した。これにより、手術は記録され、又は写真に撮られ、進化した
外科処置の知識と教育を促進した。
【０００８】
　しかし、現在使用されている第２世代の関節鏡検査テクニックは、関節鏡検査テクニッ
クが使用された手術を患者が受けたとき、その患者が被る関節感染症の多くに対し責任を
負う義務を有する。本発明において、1988年から2005年までの医学文献の再調査が行われ
た。この研究は、関節鏡手術における感染の異なるパーセンテージを示し、それは0.4か
ら2.0%であり、この数値は、膝よりも肩の方が大きくなる。この感染のパーセンテージは
、本発明の装置を用いて関節鏡検査が行われるとき、減少する。
【０００９】
　それ故、本発明は、関節鏡検査タワー（tower）と関節鏡を結ぶケーブル又は結合部を
持たない関節鏡検査を実現し、ケーブルを原因として、上記した関節感染症を防止するた
めの装置又はシステム（以下、本発明の装置）に関連する。従って、本発明は、第２世代
の関節鏡検査（レンズを完全に取り付けた後、関節内部の画像を撮り、スクリーン上にそ
れらを示す関節鏡カメラを有し、手術現場を横切る２つのケーブルを必要とし、それらが
汚染、及び感染の発生源であることから殺菌されることを必要とする）から第３世代の関
節鏡検査までのステップを形成し、第３世代の関節鏡検査が本発明の目的であり、冷光ケ
ーブルなしに関節鏡検査を実行することを可能にし、患者が関節感染症を患う危険を減少
させる。
【００１０】
　一方、危険がない関節鏡検査を実現する可能性を伴った手術、又は関節感染症のより低
い危険を伴った関節鏡検査、そしてそれ故に、患者が感染の危険のより低い手術を受ける
ことを可能にすることから離れて、本発明の装置がケーブルを持たないという事実により
、本発明の装置は、ケーブルを有する現在ある装置と比べ、より独立して関節鏡検査技師
に使用される手術の道具である。
【００１１】
　本発明の装置は、ケーブル又は接続部を有しないため、現在使用されるシステムの単純
化を含み、この事実は、現在の関節鏡検査システムに関連した（一般的に、より厳格で、
より高価な無菌、及び滅菌状態を保った手術室における）複雑な導入を必要とせずに、本
発明の装置が医療オフィスで使われる可能性を提供する。複雑な導入を用いる必要なしに
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、使用される可能性は、サービスの使用に関連した経済的費用が減少するという利点を有
する。
【００１２】
　大きな医療センターから離れた場所における外来の診断、及び手術により適合する本発
明のシステムの可動性も強調される。
【発明の概要】
【００１３】
　本発明は、関節鏡検査タワーと関節鏡を結ぶケーブル、又は接続部を持たない関節鏡検
査を実行するための装置又はシステムに関連し、ケーブルを原因とする関節感染症にかか
る患者の危険を防ぎ、又は減らし、この使用は現在ある装置（ケーブルを有する）の使用
より簡単であり、その使用に関連する導入の複雑性、及び経済的コストを減少させる。
【００１４】
　本発明で記載されるように、関節鏡検査タワーは、TVスクリーン、ビデオセンター、冷
光源、及びモータに対する電力源、又は同一使用のためのその他の装置が収納された幾つ
かの階から形成される、車輪付き台車に関連する。
【００１５】
　本発明の装置又はシステムで外科的に処置された患者における関節感染症を防止する、
又は減少させることから離れ、後者はケーブル又は有線光源を持たないという事実の結果
、後者は現在存在するシステムに関して別の系統の利点を持ち、より快適で有効な使用を
可能とする。それは、関節鏡検査タワーを必要とせず、関節鏡検査タワーに接続されるビ
デオカメラのケーブルを必要とせず、装置とケーブルより低い負担を有し、冷光ケーブル
に対する消毒箱を失くし、低コストである。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】使い捨ての、又は再使用可能なケーブルなしの冷光エネルギーデバイス又はカプ
セルを示し、内部に以下を含む。　１　バッテリー　２　発光ダイオードと光強度制御　
３　（－）プッシュボタン、光強度減少調整器　４　（＋）プッシュボタン、光強度増加
調整器
【図２】ビデオ、及び／又は写真を記録する機能を提供し、焦点制御を持つケーブルなし
小型カメラを示す。カメラは以下を含む。　５　複数バッテリー　６　エミッター　７　
アンテナ　８　ビデオ又は写真用カメラ　９　オンスイッチ　１０　焦点　１１　対物レ
ンズ（25 mm）
【図３】従来の関節鏡レンズを示し、図１及び２で示される２つの要素が結合される。こ
のため、この結合から得られた関節鏡レンズは以下を含む。　１　バッテリー　２　発光
ダイオード（光強度制御）　３　（－）プッシュボタン、光強度減少調整器　４　（＋）
プッシュボタン、光強度増加調整器　５　複数バッテリー　６　エミッター　７　アンテ
ナ　８　小型化されたビデオ又は写真用カメラ　９　スイッチ　１０　焦点　１１　対物
レンズ（25 mm）　１２　関節鏡レンズ　１３　針／カテーテル／関節鏡チューブ
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明は、関節鏡検査タワーと関節鏡を結ぶケーブル、又は接続部を持たない関節鏡検
査を実行するための装置又はシステムに関連し、ケーブルを原因とする関節感染症にかか
る患者の危険を防ぎ、又は減らし、この使用は現在ある装置（ケーブルを有する）の使用
より簡単であり、その使用に関連する導入の複雑性、及び経済的コストを減少させる。
【００１８】
　本発明がケーブルを有しないことから、本発明の装置のレンズは、電力供給デバイス又
はカプセルを取り付けている（図１）。使い捨てであるこのデバイス又はカプセルは、可
変の持続時間、及び大きさを持つバッテリー（１）により適用されるエネルギーを調節す
ることを可能にし、汎用のアダプターを用いることにより任意の関節鏡レンズに対してそ
のアプリケーションを可能にする光強度制御と発光ダイオード（２）は、発光器（photop
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hore）、固定基準のイルミネーションシステムなどの正面（frontal）イルミネーション
システムといったその他のイルミネーションシステムに取り付けて使用することができる
。発光ダイオードの制御は、各プッシュボタン（３と４）を用いて行われる。（図１）に
示される電力供給デバイスは、レンズ（１２）を回転することも可能にする。
【００１９】
　一方、関節鏡カメラ（図２）は、ケーブルを必要とせず、モニター又はコンピュータの
スイッチを入れるため、及び医療記録内に保管される写真又はビデオを撮るための中央キ
ーボードも持たない。
【００２０】
　本発明の好ましい実施例において、電力供給デバイスはカメラ支持デバイス自体、及び
／又はレンズ支持デバイスに統合される。
【００２１】
　本発明のその他の好ましい実施例において、接続ケーブルを有しないという事実により
特徴付けられたエネルギーデバイス若しくはカプセル（図１）、又は小型カメラ（図２）
は、電力又は光源を必要としている任意の外科装置、又はシステムに連結することができ
る。
【００２２】
　従って、本発明の装置（図３）は、従来の関節鏡レンズを有し、図１と図２に示され、
記載される２つの要素に結合される。関節鏡検査の装置、又はシステムは以下を有する。
　－　例えば、30°と4 mmといった、任意の角度（0°、30°、70°又は、より大きい）
を持つ従来のレンズ（８）で、可変の持続時間と大きさを持つ少なくとも１つのセル又は
バッテリーを携行する電力供給デバイス又はカプセルと結合され、様々な持続時間のエネ
ルギーを持ち、そして使い捨てであり、又は使い捨てではない。このカプセルは、制御で
きる光を生成し、カプセルは更にレンズを回転することができる（図１）。エネルギーカ
プセルは光デバイス（神経外科、耳鼻咽喉科、泌尿器科などでの正面光、又は発光器）に
取り付けることができる。
　－ 図３に示されるレンズを覆い、保護する従来の覆い（sheath）。覆いは、レンズを
保護する方法として使用され、レンズが壊れることを防ぐ。更に、レンズよりも大きな直
径を有するため、覆いは、関節鏡検査を実行するときに観察を容易にする体液が循環する
空洞の形成をもたらす。
　－ アンテナ（７）を伴う小型ビデオカメラ（８）とモニターのスイッチを入れ、記録
を行い、又は写真を撮るためのスイッチ（９）（図２）。
【００２３】
　従って、第１の外観において、本発明は、デバイス又はカプセルに結合された従来の関
節鏡レンズ（１２）を有するシステム又は装置に関連し、その内部において、電力供給又
は電力源（１）と小型カメラ（８）があり、電力源に接続するための接続ケーブルを持た
ないことにより特徴付けられている。
【００２４】
　本発明の第２の外観は、電力源に接続するための接続ケーブルを持たないことにより特
徴付けられている電力供給デバイス又はカプセル（１）に関係し、従来の関節鏡レンズと
結合される。
【００２５】
　本発明の第３の外観は、好ましくは１０グラム未満の重さの小型カメラ（８）に関連し
、電力源に接続するための接続ケーブルを持たないことにより特徴付けられ、従来の関節
鏡レンズに連結される。
【００２６】
　本発明の第４の外観は、電力供給デバイス又はカプセルに結合された従来の関節鏡レン
ズ（１２）を有するシステム又は装置の使用に関連し、その内部は電力源（１）と小型カ
メラ（８）であり、電力源に接続するための接続ケーブルを持たないことにより特徴付け
られており、単純な関節鏡検査、診断用の関節鏡検査、又は最小侵襲手術用の関節鏡検査
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ことを目的とした関節鏡検査を実行し、又は人間若しくは動物における臓器若しくは組織
傷害、及び特に関節及び脳室に影響するそれら傷害の外科的処置を目的とした関節鏡検査
を実行するためにものである。
【００２７】
　本発明の第５の外観は、電力供給デバイス又はカプセルの使用に関連し、その内部では
、電源（１）への接続ケーブルを持たないことを特徴とする電源（１）であり、従来の関
節鏡レンズ（１２）及び／又は小型カメラ（図２）に連結され、手術で使用される装置又
はシステムを製作するためのものであり、ケーブルを持たず、電力又は光源を必要としな
いことにより特徴付けられ、手術用装置、又はシステムは、特にケーブルなしの関節鏡検
査装置である。
【００２８】
　本発明の第６の外観は、電源（１）への接続における接続ケーブルを持たないことを特
徴とする小型カメラ（８）の使用に関連し、手術で使用される装置又はシステムを製作す
るためのものであり、ケーブルを持たず、電力又は光源を必要としないことにより特徴付
けられ、手術用装置、又はシステムは、特にケーブルなしの関節鏡検査装置である。
【００２９】
　本発明の最後の外観は、人間、及び動物における関節鏡検査を実行するための方法（以
下では、本発明の方法）に関連し、電力供給デバイス又はカプセルに接続された従来の関
節鏡レンズ（１２）、その内部の電源（１）、接続ケーブルを持たないことで特徴付けら
れる小型カメラ（８）から選択された少なくとも３つの要素を有する関節鏡検査装置を使
用することにより特徴付けられる。本発明の方法は、その内部が電源（１）である電力供
給デバイス又はカプセルによっても特徴付けられ、従来の関節鏡レンズ（１２）に連結さ
れ、接続ケーブルを持たない。本発明の方式は、更に、従来の関節鏡検査レンズに連結さ
れた、小型カメラ、ビデオカメラ、写真用カメラが接続ケーブルを持たないことで特徴付
けられる。本発明の方式により実行される関節鏡検査は、次のグループに包含される。単
純な関節鏡検査、診断用の関節鏡検査、最小侵襲手術用の関節鏡検査、消化器、肺、又は
泌尿器系などでの自然体腔を検討するための関節鏡検査、臓器若しくは組織傷害、及び特
に関節及び脳室に影響するそれら傷害の外科的処置を目的とした関節鏡検査。
【００３０】
　本発明のシステム又は装置は、ファントム（例えば、膝再生における関節鏡検査ワーク
ショップ）及び死体において使用され、有益、簡単、そして安全であることが示された。
更に、医療オフィスにおいてテストが行われ、上記したような、手術の短時間化、低い経
済的コスト、感染の危険が減ることから患者への低い損害といった利点を示した。
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